
罪（的外れ）からの解放 図資料 

 20240412 ver. 小暮康久,S.J. 

 

   

人間の三元論 (霊・心・身体) 的構造と罪（的外れ）からの解放 

神（愛・アガペ・慈悲）：esse 存在そのもの 

図Ⅳ  

霊的感覚と〈気づき〉の場         esseへのひらけ      永遠 

                  

                                                 的外れ（ハター：罪）  

ens                                     ens 存在するもの 

ens 存在するもの                               まっすぐ (ツェデク:義) 

                                     時間・空間  永久                                                  

             

                                  

 

 

 

悪霊 

②                    識別,究明,瞑想,同伴の場 

              聖霊の働き（霊の促し） 

       肉③                霊(プネウマ：神の似姿)

肉(自己中心性:裁きの座)      ① 

（自力のみ: 防衛機制の源）         キリスト esseの受肉(恩寵・他力) 

                   

身体（ソーマ）     傷         心・精神（プシュケー） 

 

 

 


